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パ ン 蒸発計蒸発量 の 種類 と長期変動 につ い て

＊

徐 健青 （地球環境 フ ロ ン テ ィ ア ）・浅沼順 （筑波大 学）・近 藤純正 （東北大学名誉教授）

1．は じめに

地球温暖化は パ ン蒸発計蒸発量に も影響を与えて い

る。Bnutsaert　and 　Parlange （1998）は，最近数十年

間の
， 世界各地におけるパ ン蒸発計蒸発量が減少傾

向 にあるこ とを報告 してい る 。 浅沼 ら （2004）に よ

れ ば ， 1967〜 2000 年まで 日本におけるクラス A パ

ン （大型蒸発計）に よる蒸発量 は，東京 で は増加傾

向が大きい。鹿児島を除く他の 11地点で は パ ン蒸発

量は減少傾向となっ て い る 。

一方 、 徐ら （Xu，　et　al ，

2005）に よれ ば ， チ ベ ソ トを含む中国では パ ン蒸発

量は増加傾向の 地点と減少傾 向の 地点力Sある。
パ ン

蒸発量が増加するの は気温の 上昇する地域に対応し

て い る。
パ ン蒸発計蒸発量は観測露場の影響を強 く

受けて お り，広域にお ける気候条件 （雲量、日射量、

水蒸気量など）とも関係 し て い る。 近藤ホーム ペ ー

ジの 「研究の指針」の 10章によ ると，
パ ン蒸発量は ，

観測所周辺 の 気温の 増加と風速の減少の 大小関係に

よっ て 、 蒸発量は増加または減少する 。 また ， 世界

中に さまざまなパ ン蒸発計と異な っ た設置方法が存

在 してお り， 長期変動を解析の際， 十分な注意を払

い 必要があ る。本研究で は，ポテ ン シ ャル 蒸発量 （近

藤 ・徐 1997）を利用 して ， 数種類の パ ン 蒸発量の 関

係 をしらべ る。

2．パ ン 蒸発量の 種類 と設置方法

日本 ：　1967年 までは小型蒸発パ ン
， 直径 20cza深 さ

10em，銅製の もの で，観測露場の 地面に羅 1965
〜 2002年は A型蒸発パ ン に相当す るもの で ，

ス ノ コ

の 上に設置 、 水はで きるだけ清潔さを保 つ
。

中国 ：2000 年まで は 日本 と同 じノ亅型 蒸発パ ンだが
，

高さ 70c皿 の柱の 上 に設置』 1996年か らは E−601型

蒸発パ ン に変更 。
E−601型蒸発パ ン の蒸発面積 O．　SU

，

深 さは 60cm，地面に嵌め込んで設置 、 水はで きるだ

け清潔さを保 つ 。

米国 ：A 型蒸発パ ン ， 直径 120cm， 深 さ 25  』 ス ノ

コ の 上に設置、水の 汚れ具合は考えない。

3．ポテ ン シ ャ ル 蒸発量か らみた各種類の パ ン蒸

発量の 関係

大気側の 気象条件の み で計算され るポ テ ン シ ャル 蒸

発量 （Ep）を用い て，パ ン蒸発計蒸発量 （Epan／Ep）を無

次元化した。図は無次元化 した 日本の 各地の 小型 蒸

発パ ン蒸発量 と中国 との比較で あ る。 同 じ小型パ ン

だが，中国の 小型パ ン は地面 か ら7〔  の 高さの 設置

して い るため，日本の小型パ ン より効率 良く蒸発し

て い る 。 また ， 気候が乾燥 して い るほ ど，ノ亅・型パ ン

か らさかん に蒸発する こ ともわ か る。
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4．ま とめ

ポテ ン シャル 蒸発量の計算に用い る風速 1（ini風速あ

るい は地域代表風速なの で，無次元化 した パ ン蒸発

量 （＝ パ ン蒸発量／ポテ ン シ ャル 蒸発量）は気候条件

を含まない 値となる。無次元パ ン蒸発量の長期変化

は観潰幡場の長期的な環境変化を表 して い る 。
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